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鱗珪石Trid刺teSi02〔和囲標本約2,5借

熊本県熊本市島崎町石神山産〕

先月号にひきつづいて剛二化学成分Si02の鉱物である鱗珪石の結晶

標本を示す.珪鱗石は水晶よりもより高い温度条件で安定な鉱物で

結晶系も結晶構造も水晶とは違う.天然で減火山岩が固結する最末

期に晶洞中に晶出するのが普通でそのため結晶は一般1こ非常に小さ

く顕微鏡でみとめられる程度である.火山国の同本に減肉眼的柱

結晶を産する産瑠が10ヵ所ほどあるが中でも石神山の輝石安山岩中の

縞湖ご産する鱗珪石は立派た六角板状の結晶を示すので有名である.

しかしこの標本のように径王㎝竈を超えるほど大きな結晶は例外とい

えよう.私が今まで見た麟珪石の結晶標本のうちでも最大でおそら

く枝界的にみても一番大きな結晶だろうと思う.

(文砂川一郎写真正井義郎)�


